
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メモリバックアップされた記憶手段と、ＣＤ－ＴＥＸＴ以外のＴＯＣ情報及びＣＤ－Ｔ
ＥＸＴの有無を前記記憶手段に記憶させる制御手段とを備えたＣＤ再生装置であって、
前記制御手段は、再生開始のとき、前記記憶手段のＣＤ－ＴＥＸＴ有無が有であれば少な
くともＣＤよりＣＤ－ＴＥＸＴを読み取ってプログラムエリアを再生し、前記記憶手段の
ＣＤ－ＴＥＸＴ有無が無であればリードインエリアの情報を読み取ることなくプログラム
エリアを再生することを特徴とするＣＤ再生装置。
【請求項２】
車両に搭載され、車両のイグニッションスイッチがＯＦＦされたときメモリバックアップ
される記憶手段と、ＣＤ－ＴＥＸＴ以外のＴＯＣ情報及び挿入されているＣＤにＣＤ－Ｔ
ＥＸＴが記録されているか否かの情報を前記記憶手段に記憶させる制御手段とを備えたＣ
Ｄ再生装置であって、
前記制御手段は、前記イグニッションスイッチがＯＮされた後に再生を開始するとき、挿
入されたままのＣＤにＣＤ－ＴＥＸＴが記録されていなければ、リードインエリアの情報
を読み取ることなくプログラムエリアを再生することを特徴とするＣＤ再生装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＣＤ－ＴＥＸＴ規格対応のＣＤ再生装置に関する。
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【０００２】
【従来の技術】
従来より、ＣＤのフレームは同期とサブコードとメインデータで構成され、リードインエ
リア内のサブコードにＴＯＣ（Ｔａｂｌｅ　Ｏｆ　Ｃｏｎｔｅｎｔｓ）情報が記録されて
いる。Ｐチャネルは各曲の頭出し信号であり、各曲の頭の休止期間（２～３秒）には１が
、それ以外には０が記録されている。Ｑチャネルのサブコードにはトラック番号や各トラ
ック番号に割り当てられた時間情報等がモード１として記録されている。
【０００３】
更に、ＣＤにはＣＤ－ＴＥＸＴ規格のものがあり、そのリードインエリア内のＲ～Ｗチャ
ネルのサブコードには、そのＣＤと関連したアルバムタイトル、アーチスト名、曲のタイ
トル等、ディスクに関する文字情報がモード４として記録されている。尚、ＣＤ－ＴＥＸ
Ｔの情報はプログラムエリアにもモード２として記録され、ＣＤの製作者が決めたタイミ
ングで読み出される。
【０００４】
ＣＤの再生が開始されると、最初にリードインエリア内に記録された上記Ｑ～Ｗチャネル
のサブコードのＴＯＣ情報が読み取られ、メモリされ、メモリされたＴＯＣ情報に基づき
読み取り位置の制御や表示が行われる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、ＣＤ－ＴＥＸＴ規格であるＲ～Ｗチャネルの記憶すべき情報量はやや多い
場合で８ＫＢあり、Ｑチャネルの記憶すべき情報量の約０．３ＫＢに比較して多い。車載
用ＣＤ再生装置のマイクロプロセッサ内のメモリはやや多い場合で３ＫＢであり、このメ
モリにＱチャネルの情報を記憶させることはできるが、Ｑ～Ｗチャネルの全ての情報を記
憶させることはできない。
【０００６】
例えば、車載用のＣＤ再生装置はイグニッションスイッチがＯＮにされたときに、前回再
生していた曲の続きを再生するために、イグニッションスイッチがＯＦＦにされても、Ｑ
チャネルが記憶されているマイクロプロセッサのメモリはバッテリによりバックアップさ
れている。ところが、Ｑ～Ｗチャネルの情報はバッテリの消費電力が大きいためにバック
アップされないメモリに記憶される。このために、従来は、イグニッションスイッチがＯ
Ｎにされる度に、必ず、ＴＯＣ情報を読んでいた。
【０００７】
従って、Ｒ～Ｗチャネルの情報を読み取る必要がない場合も、例えば、イグニッションス
イッチをＯＮにしたときに挿入されたままになっているＣＤにＣＤ－ＴＥＸＴが記録され
ていない場合も、不要なＴＯＣ情報の読み取り動作を行うことになり、再生に時間がかか
っていた。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明のＣＤ再生装置はかかる点に鑑みなされたもので、メモリバックアップされた記憶
手段と、ＣＤ－ＴＥＸＴ以外のＴＯＣ情報及びＣＤ－ＴＥＸＴの有無を前記記憶手段に記
憶させる制御手段とを備えたＣＤ再生装置であって、
前記制御手段は、再生開始のとき、前記記憶手段のＣＤ－ＴＥＸＴ有無が有であれば少な
くともＣＤよりＣＤ－ＴＥＸＴを読み取ってプログラムエリアを再生し、前記記憶手段の
ＣＤ－ＴＥＸＴ有無が無であればリードインエリアの情報を読み取ることなくプログラム
エリアを再生することである。
【０００９】
また、車両に搭載され、車両のイグニッションスイッチがＯＦＦされたときメモリバック
アップされる記憶手段と、ＣＤ－ＴＥＸＴ以外のＴＯＣ情報及び挿入されているＣＤにＣ
Ｄ－ＴＥＸＴが記録されているか否かの情報を前記記憶手段に記憶させる制御手段とを備
えたＣＤ再生装置であって、
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前記制御手段は、前記イグニッションスイッチがＯＮされた後に再生を開始するとき、挿
入されたままのＣＤにＣＤ－ＴＥＸＴが記録されていなければ、リードインエリアの情報
を読み取ることなくプログラムエリアを再生することである。
【００１０】
【発明の実施の形態】
本発明の実施例を説明する。実施例のＣＤ再生装置は車載用であり、ＣＤ－ＴＥＸＴ規格
のＣＤも再生することができる。ＣＤ－ＴＥＸＴはプログラムエリアに記録されるモード
２の文字情報と、ＴＯＣ情報としてリードインエリアに記録されるモード４の文字情報が
ある。本発明はモード４のＣＤ－ＴＥＸＴに関するものであり、以下に述べるＣＤ－ＴＥ
ＸＴはモード４のＣＤ－ＴＥＸＴを示す。
【００１１】
前述の如く、リードインエリア内のＴＯＣ情報にはＰ～Ｗチャネルのサブコードがある。
Ｐチャネルは最初のプログラム領域（最初の曲）の頭出し信号であり、再生中メモリに常
時記憶されない。Ｑチャネルのサブコードにはトラック番号や各トラック番号に割り当て
られた時間情報等がモード１として記録されており、再生中メモリに常時記憶される。Ｒ
～Ｗチャネルのサブコードは、ＣＤ－ＴＥＸＴであり、そのＣＤと関連したアルバムタイ
トル、アーチスト名、曲のタイトル等、ディスクに関する文字情報がモード４として記録
されており、再生中メモリに常時記憶される。
【００１２】
図１は本発明のＣＤ再生装置の要部を示すブロック図である。ピックアップ（１）は、Ｃ
Ｄに記録された信号を読み取り信号処理回路（２）に供給する。信号処理回路（２）は、
デジタル音声信号を音声回路（３）に出力する。音声回路（３）は、デジタル音声信号を
アナログ音声信号に変換して出力する。この音声信号は外部機器のアンプで増幅され、ス
ピーカにより音声（曲）となって出力される。
【００１３】
制御回路（４）は、内部のＲＯＭ（４１）に記憶されたプログラムに基づき動作し、ピッ
クアップ（１）と信号処理回路（２）を介して入力されたＣＤのＴＯＣ情報のＣＤ－ＴＥ
ＸＴをＤＲＡＭ（５）に記憶させ、ＣＤ－ＴＥＸＴ以外のＴＯＣ情報を内部のＲＡＭ（４
２）に記憶させる。また、制御回路（４）はＲＡＭ（４２）に再生を開始すべき曲（トラ
ック）、ＣＤが挿入されているか否かのフラグ、及び、ＣＤにＣＤ－ＴＥＸＴが記録され
ているか否かのフラグを記憶させる。
【００１４】
表示部（６）は制御回路（４）に基づき、ＴＯＣ情報を表示する。入力部（７）はＣＤの
再生に係る各種の操作キー（図示せず）を備え、操作命令を制御回路（４）に出力する。
制御回路（４）は車両のバッテリ（１０１）と直結され、車両のイグニッションスイッチ
（１０２）がＯＦＦにされても電源が供給される。制御回路（４）以外はイグニッション
スイッチ（１０２）を介してバッテリ（１０１）の電源が供給される。
【００１５】
制御回路（４）はマイクロプロセッサにて構成されており、ＲＡＭ（４２）はマイクロプ
ロセッサ内部のメモリである。このためにＲＡＭ（４２）のメモリ容量は３ＫＢと小さい
。ＣＤ－ＴＥＸＴ以外のＴＯＣ情報は０．３ＫＢ程度であり、これを記憶することはでき
る。しかしながら、ＣＤ－ＴＥＸＴを含めると８ＫＢ程度になる場合があり、ＣＤ－ＴＥ
ＸＴはＤＲＡＭ（５）に記憶される。従って、イグニッションスイッチ（１０２）がＯＦ
Ｆされても、ＣＤ－ＴＥＸＴ以外のＴＯＣ情報は記憶が保持されるが、読み取られたＣＤ
－ＴＥＸＴは記憶が消滅する。
【００１６】
次に本発明の動作を説明する。図２は制御回路（４）の要部の動作を示すフローチャート
である。変数ＡはＣＤがＣＤ再生装置内に挿入されているか否かを示すフラグであり、制
御回路（４）のＲＡＭ（４２）に記憶される。変数Ａが０のときはＣＤが挿入されておら
ず、１のときは挿入されている。変数ＢはＣＤにＣＤ－ＴＥＸＴが記録されているか否か
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を示すフラグであり、制御回路（４）のＲＡＭ（４２）に記憶される。変数Ｂが０のとき
はＣＤ－ＴＥＸＴが記録されておらず、１のときは記録されている。
【００１７】
変数Ａ，Ｂの初期はいずれも０である（Ｓ１）。イグニッションスイッチ（１０２）がＯ
Ｎにされると（Ｓ２のＹ）、制御回路（４）はＣＤが挿入されているか否かを調べる（Ｓ
３）。ＣＤが挿入されていない場合（Ｓ３のＹ）、ＣＤが挿入されると（Ｓ４のＹ）、変
数Ａを１にし（Ｓ５）、ＣＤをローディングしてターンテーブル（図示せず）にキャッチ
ングさせる（Ｓ６）。
【００１８】
そして、ＣＤのリードインエリアから読み出されたＱチャネルのＴＯＣ情報をメモリがバ
ックアップされるＲＡＭ（４２）に記憶させる（Ｓ７）。
【００１９】
ＣＤにＣＤ－ＴＥＸＴが記録されている場合は（Ｓ８のＹ）、変数Ｂを１にし（Ｓ９）、
ＣＤのリードインエリアから読み出されたＣＤ－ＴＥＸＴをメモリバックアップされない
ＤＲＡＭ（５）に記憶させる（Ｓ１０）。そして、記憶させたＴＯＣ情報に基づき所定の
曲の再生と表示を行う（Ｓ１１）。
【００２０】
所定の再生が終了したときは、入力部（７）のＰＬＡＹキー（図示せず）が操作されると
、再度、再生と表示を行う（Ｓ１１）。
【００２１】
また、制御回路（４）は、割り込みで入力部（７）のＥＪＥＣＴキー（図示せず）が操作
されたか否かを監視する。このフローチャートを図３に示す。ＥＪＥＣＴキーが操作され
たときにＣＤが挿入されていれば（Ｓ２１のＹ）、再生を中止させてＣＤを排出させ（Ｓ
２２）、変数Ａと変数Ｂを初期の０にする（Ｓ２３）。そして、図１のステップＳ４に進
む。
【００２２】
また、制御回路（４）は、割り込みでイグニッションスイッチ（１０２）がＯＦＦされた
か否かを監視する。このフローチャートを図４に示す。イグニッションスイッチ（１０２
）がＯＦＦされたときにＣＤが挿入されていれば（Ｓ３１のＹ）、次に再生すべき曲をＲ
ＡＭ（４２）に記憶させる（Ｓ３２）。記憶された再生すべき曲は、図１のステップＳ１
１で読み出され、継続再生される。ステップＳ３２後、図１のステップＳ２に進む。この
とき、ＣＤの排出は行わない。
【００２３】
前述の如く、イグニッションスイッチ（１０２）がＯＦＦにされても、ＲＡＭ（４２）は
直結された車両のバッテリ（１０１）によりメモリバックアップされるために、そこに記
憶された、ＣＤ－ＴＥＸＴ以外のＴＯＣ情報、再生を開始すべき曲、ＣＤが挿入されてい
るか否かのフラグ、及び、ＣＤにＣＤ－ＴＥＸＴが記録されているか否かのフラグは保持
される。
【００２４】
そこで、図１に示す如く、ＣＤが挿入されたままで、イグニッションスイッチ（１０２）
がＯＮされ（Ｓ２のＹ，Ｓ３のＮ）、ＰＬＡＹキーが操作された場合（Ｓ１３のＹ）、制
御回路（４）は、挿入されているＣＤにＣＤ－ＴＥＸＴが記録されていると（Ｓ１４のＹ
）、ステップＳ１０に進んで消去したＤＲＡＭ（５）のＣＤ－ＴＥＸＴを再度記憶させる
。
【００２５】
ステップＳ１４で、ＣＤにＣＤ－ＴＥＸＴが記録されていないと（Ｓ１４のＮ）、ＣＤ－
ＴＥＸＴを再度記憶させることなく、ステップＳ１１に進んで再生処理を行う（Ｓ１１）
。
【００２６】
このように、メモリバックアップされる記憶手段に、ＣＤ－ＴＥＸＴ以外のＴＯＣ情報と
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、挿入されているＣＤにＣＤ－ＴＥＸＴが記録されているか否かの情報を記憶させ、挿入
されたままのＣＤにＣＤ－ＴＥＸＴが記録されていなければ、ＣＤよりＴＯＣ情報を読み
取ることを禁止し、記憶手段よりＴＯＣ情報を読み取るために、ＣＤからＴＯＣ情報を読
み取る必要がなく、早く再生することができる。
【００２７】
尚、ＣＤ－ＴＥＸＴ以外のＴＯＣ情報と、挿入されているＣＤにＣＤ－ＴＥＸＴが記録さ
れているか否かの情報は容量が少なく、これらをマイクロプロセッサのＲＡＭ（４２）に
記憶させることができ、これを車両のバッテリ（１０１）でメモリバックアップしてもバ
ッテリ（１０１）の消費電流は少ない。また、従来より、マイクロプロセッサのＲＡＭ（
４２）をメモリバックアップすることは、曲の継続再生（図１のＳ１１で再生するときは
、図４のＳ３２で記憶した曲から再生する。）で行われている。
【００２８】
また、マイクロプロセッサのＲＡＭ（４２）の記憶容量より大きいＣＤ－ＴＥＸＴもメモ
リバックアップしようとすれば、バッテリ（１０１）の消費電力が大きくなる。
【００２９】
【発明の効果】
ＣＤ－ＴＥＸＴ以外のＴＯＣ情報と、挿入されているＣＤにＣＤ－ＴＥＸＴが記録されて
いるか否かの情報は容量が少ない。そこで、これをメモリバックアップすることで、挿入
されたままのＣＤにＣＤ－ＴＥＸＴが記録されていなければ、ＣＤからＴＯＣ情報を読み
取ることなく、早く再生させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の主要な構成を示すブロック図である。
【図２】実施例の主要な動作を示すフローチャートである。
【図３】実施例のＥＪＥＣＴの割り込み処理を示すフローチャートである。
【図４】実施例のイグニッションＯＦＦの割り込み処理を示すフローチャートである。
【符号の説明】
４　　　制御回路
４２　　ＲＡＭ（メモリバックアップあり）
５　　　ＤＲＡＭ（メモリバックアップなし）
１０１　バッテリ
１０２　イグニッションスイッチ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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